βアミロイドPET/CT検査（18F-フルテメタモル）に関する説明文書

●βアミロイドPET/CT検査について
　この検査は、アルツハイマー型認知症の診断に有用な検査の一つです。アルツハイマー型認知症は、脳内にβアミロイドと呼ばれる特殊なタンパク質が蓄積することが発症につながるといわれています。βアミロイドPET/CT検査は、放射性同位元素（18F）で標識されたフルテメタモルという検査薬を静脈に注射した後、撮影を行います。脳内に沈着したβアミロイドを可視化させ、蓄積の程度を画像化します。
　所要時間は、約３時間（受付―注射後安静（約60分間）―撮影（約30分間）―検査後安静（約20分）―更衣）を予定しております。撮影の約30分間は仰向けで動かないようにしていただきます。頭部の撮影を実施します。
　本検査の予約用紙に記載されている注意事項を遵守してください。遵守されない場合は、当日の検査をお受けすることができない場合がありますので、ご了承ください。
●検査の安全性と危険性について
　当院では、18F-フルテメタモル（商品名：ビザミル®静注）という検査薬を使用します。βアミロイドPET/CT検査薬として国内外で広く用いられている薬剤ですが、稀な副作用として本剤との関与が否定できないアレルギー反応（顔面紅潮、悪心など）が報告されています。投与後は約60分間安静に過ごしていただき、万が一アレルギー反応が出現した場合は、症状に応じて対応させていただきます。また、検査中に緊急の処置を行う必要性が生じた場合は、状況に応じて適切に対応します。これまでにβアミロイドPET/CT検査で本薬剤（ビザミル）を使用し、過敏症の既往歴のある方は、禁忌事項に当たるため検査を受けることが出来ません。
　検査薬による放射線の被ばく線量は４～10mSv（ミリシーベルト）で、CT検査による放射線の被ばく線量は0.1～3mSvですが、必要最低限にしております。この線量で放射線障害が起きることはありません。

●他の検査法について
　アルツハイマー病の診断を行うためのβアミロイドPET/CT検査以外の方法としては、脳脊髄液内のアミロイドβをみる方法があります。髄液検査は腰椎の間に針を刺して脳脊髄液を採取するので、βアミロイドPET/CT検査に比べて侵襲が高い検査になります。
●βアミロイドPET/CT検査の薬剤の供給・機器装置のトラブルについて
　検査薬は、検査当日に岡山県の製造工場から車で輸送されます。天候の影響（台風や雪）等で検査が中止となる場合があります。
また、βアミロイドPET/CT検査に関する機器装置等のトラブルにより、検査開始時刻が遅延し、検査中止となることがあります。このような場合、検査日時の変更をお願いし、ご迷惑をお掛けすることがありますが、何卒寛大なご理解とご了承のほど、よろしくお願いいたします。
●患者様の事情によるβアミロイドPET/CT検査のキャンセルについて
　検査薬は検査の日時に合わせて製薬業者に依頼します。この薬剤は使用期限が大変短く、多くの費用がかかりますので、
キャンセルされないようにお願いいたします。また、検査時刻に遅れると検査ができないことがあります。
やむを得ず、変更などが必要な方は、必ず検査の2日前までに下記までご連絡ください。
　ご連絡先電話番号：０８９－９６４－５１１１（病院代表）　（9：00-17：00、土日・祝日は除く）

